
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年９月 

発  行 下都賀地区生涯学習研究会 

事務局 下都賀教育事務所ふれあい学習課内 

TEL  0282-23-3422 

FAX  0282-23-3502 

E-mail 

  shimotsuga-kyouiku@pref.tochigi.lg.jp 

本年度最初にお届けする「ネットワーク第 46 号」は、髙山会長のごあいさつ、元栃木市教育委員会事務局

生涯学習課の高橋課長補佐兼生涯学習係長兼社会教育主事から栃木市立西方中学校の井寺先生にバトンパス

されました「となりの社教主事」、そして、今夏、茨城大学や国立教育政策研究所社会教育実践研究センター

にて社会教育主事講習を修了しました“ニューフェース”の皆さんの御紹介を中心に御案内いたします。 

今年度も“新たな仲間”をお迎えし、さらに下都賀地区の生涯学習を振興し、社会教育を推進していきたい

と考えております。これからも本会にお力添えをくださいますようお願いいたします。 

    下都賀地区生涯学習研究会 会長        

下野市立国分寺東小学校 校長  髙山 玲子 

本年度、会長を務めさせていただくにあたり、本会の会則を読み直し

てみました。第３条の目的に、「～研修や情報交換をとおして会員相互の

資質の向上～」とあり、第４条の事業に「社会教育主事の資格を有する

教員や行政職員の研修及び親睦に関すること」を行うとあります。研修

については、教育事務所との共催で実施していますが、本会単独の事業

としては、５月の総会及び懇親会と 11 月の懇親会の２回だけです。市

町の枠を超えて、さらに世代を超えて、いろいろな立場の人々と本音で

語り、交流を深めることができるこの２回の懇親会は貴重な場です。し

かしながら、年々参加者が減少しているように感じています。今年度、

総会後の懇親会の挨拶で出席された方々に 11 月の懇親会には、知人を

一人は誘ってくださるようにお願いしました。公私ともに忙しい時期か

と思いますが、会員の輪が少しでも広がるように、参加者が少しでも多

くなるようにご協力のほどお願いいたします。 

「私たちのネットワークで」 
栃木市立西方中学校  井寺  聡  

現在、宇都宮大学教職大学院１年に在学している。同級生

は１６名で、１０名の現職教員（小学校４名、中学校４名、

特別支援学校２名）と６名の学部卒という多様なメンバーで

学んでいる。前期は、大学での授業がほとんどで、毎日１６

名が顔を合わせ同じ授業を受ける。「社会教育主事講習もこ

んなだったよな。」とあの夏のことを思い出すこともある。 

８月下旬、廣瀬隆人先生の集中講義「学校と地域の連携に

関する実践と課題」を受講した。「コミュニティ・スクール」

「学校を核とした地域づくり」「地域連携教員」など７つの

キーワードから、教育の方向性を考えた。そして、地域づく

り（まちおこし）を担当する社会教育主事と学校と地域をつ

なぐ地域連携教員（有資格者）が重要な役割を担うことは確

実であると感じた。「私たちのネットワークが下都賀のそし

て栃木の教育を支える。」そう確信した夏の学びであった。 

平成 29 年度総会・懇親会報告 

５月１２日（金）、栃木市ニューアプ

ロニーにおきまして、平成２９年度下

都賀地区生涯学習研究会総会並びに第

１回懇親会が開催されました。 

平日の夕刻からの開催にもかかわら

ず、大変多くの皆様に御参加いただく

ことができました。懇親会は、近況や

日頃の取組について談笑する様子が会

場のあちらこちらで見られるなど、会

員同士の交流を深めるよい機会となり

ました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度、今夏の社会教育主事講習は茨城大

学及び国立教育政策研究所社会教育実践研究センタ

ーで行われました。修了者６名に登場いただき、熱

い思い等を語っていただきます。 

「社会教育主事講習を終えて」 

壬生町立壬生小 伊藤 昌夫 

       本講習は、デザイン思考による変

革の必要性を考える契機となりまし

た。学びのデザインに加えて、コミ 

ュニティのデザインが求められており、人づくり

とまちづくりの関係性の課題を改めて確認するこ

とができました。今回の学びの機会に感謝すると

ともに、学び合いの意義を再確認し、今後の教育

活動に生かして参りたいと思います。 

「社会教育主事講習を終えて」 

     小山市立小山第一小 瀬尾 貴行 

社会教育という広い視点で様々な

事象をとらえ、深く考えることがで

き、充実した講習となりました。 

今日的な課題に対して、社会のもつ潜在力をど

う引き出し活用するかを多面的に思考すること

で、視野を広げることができ、学校現場でも活か

せる希望を見いだせました。大きな枠組みで考え

る視点をあらゆる場で活かしていきたいです。 

「社会教育主事講習を終えて」 

   栃木市立栃木中央小 海老沼悠太 

今回の受講させていただいた社会 

教育主事講習は、私にとって「学ぶ」 

ことの連続でした。そして、ここま

で「教育」「社会」「地域」をキーワードに、多く

の視点で今までの自分を振り返り、またこれから

の学校教育の在り方を考えたことはありませんで

した。今後は、社会教育の視点を教育活動に生か

していきたいと思います。 

「社会教育主事講習を終えて」 

       三田 紀子 

今回の講習で、社会教育の在り方 

や、地域連携の重要性について、多 

くの取組から学ぶことができまし

た。また、講師の先生方や一緒に受講した仲間と

の出会いによって、様々な物の見方や考え方があ

ることに改めて気付くことができました。 

講習で学んだことを今後の教育活動に生かして

いけるよう、努力していきたいと思います。 

「社会教育主事講習を終えて」 

 下野市立南河内第二中 石川 孝之 

講話や演習の中に度 「々連携」、「地 

域を中心として考える」というキー 

ワードが出てきましたが、学校中心

で生活してきた私は、なかなか頭の中を切り替え

られずにいました。学校現場しか知らない自分の

視野の狭さを痛感しました。 

今回の講習を通して、「地域」、「家庭」、「学校」

のつながりを意識する良い機会となりました。 

「社会教育主事講習を終えて」 

野木町立新橋小 大塚  尚 

今回の講習を通して、普段の生活 

の中だけでは知ることができない知 

識や情報を得ることができました。

また、様々な人々と出会い、ネットワークを築く

ことできました。 

学校と地域が連携し、協働する重要性を学ぶこ

とができ、自分自身の視野が広がりました。この

講習で学んだことを、今後、学校教育の場で生か

していけるよう、努力していきたいと思います。 

 編集後記

 朝の静寂が突然の J アラートでかき消されました。１度目は、夏休み中。学期中でなくて良かったと

思ったのもつかの間、2 学期始まってすぐに 2 度目。メールなどで登校について家庭に連絡した先生も

多かったことでしょう。今後、災害のみならず、さまざまな事に対して、学校と地域が連携をして対応

しなければならなくなるでしょう。地域連携が今後も重要となってきますね。(ド M) 

「下都賀地区ふれあい学習研修会」 

～社会教育有資格者ステップアップ研修Ⅰ～ 

◆日 時  平成 29年 11 月 10日（金） 

13:30～16:30 

◆会 場  ニューアプロニー（栃木市） 

【第 2回懇親会】 

◆時 間  17:30～19:30（予定） 

◆会 場  ニューアプロニー（栃木市） 

◆会 費  5,000円 

◆申込み  別通知にて 

生涯学習研究会研修会 


